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論文内容の要旨
原子力.エレクトロニクス，巨大コンビナートなどに代表される現代技術は20世紀の人類社会に大きな
影響をあたえてきた。旧ソ連邦においては， しかし， これら現代技術の形成と展開は.資本主義諸国にお
ける技術発展と同一件ーを有しながらも.相対的に独自の課題のもとに.相対的に独自の技術選択や改良が
おこなわれる方向ですすめられてきた。木論文は，旧ソ連邦における生産技術の展開過程の特質を，それ
が工業生産ノJの急速な発展をもたらした側面と，資源・エネルギーの構造的浪費と深刻な環境破壊，およ
び経済停滞に結果した側由ーという，ふたつの側面の統一において明らかにすることを目的としている。
序章では，ソ連社会主義と技術をめぐる同内外の先行研究をサーベィし，研究の課題をしめし，現代の
産業社会の骨格を形成してきたともいうべき電カ(原千カを含む)，鉄鋼，化学，機械(エレクトロニク
スを含む)の4つの重工業部門をとりおげ，それぞれにおける技術展開の課題とその実践，その結果の問
題性を検討するという手順でこの課題を追究するという本論文の方法をしめしている。
第一章では戦前における技術発展過程を検討している。 1930年に自主技術開発，主要設備の圏内自給体
制確立という路線が確立して以降，技術開発に携わる機関や講個人は，比較的豊宮な労働力資源，乏しい
工業化資金と燃料資源の意外な貧弱さという条件を背景に，粗悪炭活用能力を高めつつ，「規模の利益」
の追求を巾心に資本節約的技術展開を徹底することを課題としたが，その後約10年間の火力発電所におけ
る粗悪炭活用技術の進歩.その他の電力技術の資本節約的展開，徹底して「視模の利益jを追求した巨大
生産拠点、集中主義の実践はこうした課題によくこたえたものであった。鉄鋼業は高炉，平炉の巨大化をす
すめ. i社会主義工業化jを素材面で支えることに成功した。化学工業においても，硫酸.燐酸肥料，ソー
ダという伝統的な部門の堅調に加えて，ブナ=ゴム，セルロイド，ヴィスコース繊維など新しい製品も生
産されるようになった。しかし.急速な工業電化の過程は巨大火力発電所の建設と巨大牛.産拠点への重点
的な電ノJ供給にかたよりつつ進行したため.無数の小工業が独自の動刀基盤をもてないままとりこぼされ
た。そのため， これら小工業との間に合問的な分業関係を形成できなかった機械工業に属する大て場は生
産の全サイクルをかかえこまざるをえなく芯り.設備間・工程聞の技術的不統ーイ生に悩まされることとな
り，戦後に問題を残すことになった。
IrIソ連邦は第二次世界大戦を契機に軍事力と工業生産力との急速な増強・拡大にともかくも成身しア
メ I};カ合衆国と覇を競う超大国のひとつとなった。 IJソ連邦における核兵器，および通常兵器の開発過程
については.現在も不明な点が多いが，第二章第ー節では.核兵器開発を含めた旧、ノ連邦による軍事技術
の獲得と展開の過程を，今日までに公開された資料から検討している。戦卓.軍用機， ミサイ Jレなどの現
代兵器技術の多くはドイツをはじめとする外I吋の技術情報に基づL、て開発されたものであったc戦後冷戦
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の注力卜で，対外諜報活動の助けも借りながら進められた原チ力開発はその研究過程に多くの疎漏と拙速
をともなうものであったc また，第二章第二節では，第三章以降で展開する個々の分野の技術発展の分析
に先だって，戦後の旧ソ連邦経済の動態を予め示しておくことになる。 1950年代後半以降，それまで工業
生産)Jの上界を支えてきたで業労働人口の増加率が顕著に鈍化した。大戦中の青壮年人Uの人ー 量喪失，都
市化の全般的進行，そして何よりも1958年から昔しい停滞局由ーに突入する農業生産の不振がその原因であ
る。にもかかわらず， 1950年代後半，及び1960年代前半には化学，電力などを中心に地域開発と工業基地
建設の一大ブームを迎えた。この建設ラッシュにともなって，労働資源の分散と不足.機械・設備に対す
る超過需要の圧力などのかたちで矛盾が顕在化した。 1965年の「経済改革」はこうした矛盾の克服をめざ
すものであったが，期待された効果を発揮できず， I円ソ連邦経済は停滞の70年代， 80年代を迎えることに
なるのである。
第三章以降では，戦後の重工業4部門それぞれの技術展開を検討している。第三章では，篭力技術(火
力発電)を戦後のエネルギー問題との関連で検討している。戦前，戦後一貫して良質のら炭が鉄鋼，化学
T業等に優先配分されるなかで.電力業はヨーロッパ・ロシア部の地場燃料もいうべきす且聖炭の利用から.
戦後は重油や天然ガスへと燃料を転換させ，さらに1980年代にはシベリアや東部の安価な粗悪炭へとふた
たび方向を転じてい勺た。この 2度にわたる転換の理由は燃料価格を基準にした経済性であったはずであ
るが，いずれも産地と消費地との聞の長い距離にわたる輸送の組織化のむずかしさなどがネックとなって，
期待された経済効果は生まれなかった。火力発電所はこの燃料転換の影響を直接に受け，新たな対応を求
められた。硫黄酸化物，窒素酸化物，粉塵の大量発生とたたかいながら進められた効果的な耐繋輔の導入，
サイクロン炉方式の導入. タービンの大型化と発電機冷却方式の刷新などは，当初は積極的な成果をあげ
ることもあったが，戦後2度目の燃料転換の段階から粗悪伐の過剰l燃焼が常態化し設備の経済性の低下，
環境への悪影響は押し止められなくなった。これに， タービンの単軸串形配列や巨大な抽気タービンへの
こだわりなど，強引ともいえる技術の選択，諸設備の複雑化にともなう設備据え付け作業の長期化，高圧
送電網の疎な構成，送電設備の信頼性の低さなどの諸要因が重なり，ついに旧ソ連邦の電力技術(火力発
電と送電網)は経済発展と環境保全に対する極措に転化したのである。
第四章では原子力発電技術の展開過程を検討している。チェルノブイリで世界の耳目を集めた旧、ノ連邦
独自の原子炉=黒鉛チャンネル炉が広範に活用されたのは.スケール・アップの容易さなど一連のメリッ
トがあったことと軽水炉の開発に手間取っていたことによる。幾人かの科学者の忠告にもかかわらず.強
引なまでの原発建設が進んだのは，第三章で検討した1970-80年代のエネルギー事情の悪化のためであっ
た。
第五章では鉄鋼技術の展開過程を検討している。臼熔性焼結法，高炉の炉頂高圧操業，連続鋳造など，
1950--60年代に集中して進んだ技術革新も，その具体的内容を検討すれば多くの問題点を発見できる。鉱
石事前処理におけるべレット法の忌避，高炉の大明化にともなう建設期間の長期化，平炉の効率向上によ
る製鋼法のLD転炉への転換の逆説的な失敗，薄板圧延の軽視などは.恒常的な超過需要の存在下で固定
され.1980年代には設備老朽化による経済性の低下，資源の構造的浪費と大気汚染物質の人-量排出を通じ
た環境破壊につながっていったのでおる。
第六章では化学技術の展開過程を検討している。 1959年からはじまった 17ヶ年計画|は特に化学.T業
の振興を重視するものであった。しかし，化学1.:業に関しては，この ':7ヶ年計画|は惨憎たる失敗にお
わり，石油・天然ガスへの原料転換. プロセス転換に|日ソ連邦は立ち遅れた。工業生産力の大幅な再配置
をも含む人規模化学フ。ラントの建設ラッシュはいたずらにその建設・設備胞え付け期聞を長期化させ，国
民経済における化学製品需要の満足を，代持製品の増産，小規模牛.産単仲.の族生に依存させ，かえって化
学士業の発展そのものを歪めてしまうことになった。また，農業生産の停滞のなかでi再開がもくろまれた
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肥料部門等では品質の悪い肥料等を大量に供給しつづけ，その大量投与・散布によるーL場汚染等の環境破
壊を惹起したのである。
第七章ではエレクトロニクス化の進展を含む機械系技術の展開過程を検討しているo第-章で指摘した
設備問・ T程聞の肢体t的小統一一不均衡とそれによる労働生産性の低{立性は戦後も持ち越され， 1950年代
後半には事態の全面的な改善が計幽された。この時期jにおける工作機械のモデル・チェンジは総じて労働
者の身体に対する負荷を軽減し制御を容易化するものであったが，旧ソ連邦の工作機械に長く内在した
問題点である汎用性の解消と精度の向l-_を保障するものではなかった。また，自動車工場などで進められ
た大量生産方式の改善も，搬送などの肉体労働を軽減し個々の機械の制御を容易化しつつも，機械の調
整・補修，工具の準備・分類，そのための準備工程の増設などのかたちで膨大な追加的労働支出を要求す
るものとなった。このため.I経済改革ー|では，コンビュータの応用によるT程向動化によって労働生庄
性を飛躍的に向上させることが伺様とされた。この分野に技術的蓄積の薄かった!日ソ連邦は西側からの技
術移転を図ったが，戦後の国際的対立関係(ココム体制)のなかでは制限された形でしか目的を来たせな
かった。さらに，需要超過の圧力のもとで機械系_[業もフル操業態勢が常態化L，人-規模な設備更新をと
もなうエレクトロニクス化は敬遠されたのである。
終章では，おそくとも1980年代には上述の貫工業各部門における技術展開の陰路から，超過需要，設備
更新の回避と経済停滞の悪循環が形成され.同時に資源浪費，エネルギー危機と環境破壊がこれまた恵循
環を描きながら進行しそれが間違いなく体制崩壊の-jg出となっていったことを指摘し本論文を締め
くくっている。
論文審査の結果の要旨
今日ではすでに悟史上の存在となった「ソ連型社会主義Jの崩嬢を，その牛.産力構造の問題点から，と
りわけその_(業技術商における停滞から議論することは，旧ソ連の研究者にとっての一つの規範となって
いる。提出された学位請求論文は.11ソ連邦の技術発展過程を総括的にとらえようとするきわめて野心的
な論文である。
学<r請求論文における市川の革本的な視点は，旧、ノ連は明らかな「科学技術大同」であったにもかかわ
らず.それを生産力として実現する点ではきわめてイ斗d分なままにとどまったとしその原因を研究開発
や外国から入手した技術情報を生産力に展開する上での大きな「構造的障害」にもとめるというものであ
る。市川によれば，この「構造的障害」こそ「いくつかの領域で世界の技術進歩をリードする実績と可能
性をもちながら技術進歩はいたるところで停滞しそれが当然貢献するはずの労働生産性の向上という
点で見るべき成果をもたらさず.社会的再生産過程の諸環に披行と重みをもたらし，環境破壊，資源・エ
ネノレギーの浪費や核の事故などの重大な事態を招来した|原因である。学位請求論文は，この「構造的障
害iを電))，鉄鋼，化学.機械の四つの重工業部門での技術発達の歴史研究をふまえて'長証的に解明した
ものである。
審査委員は学位請求論文を検討した結県，提出された論文が，全体として「、ノ連邦技術史」の領域にお
ける顕著な業績であり，また個別の論証についても最新の資料によるオリジナリティーの高いものである
と認め，提出された学位請求論文を博十(商学Jの学位に怖するものと全員一致で判定した。
以下に学位請求論文の内容を側別に検討する。
I亨(fI旧ソ連邦における技術発展過程研究の課題と方法」では，この課題に係わるこれまでの先行研究
が，冷戦下での英米やわが国での研究にとどまらず， ソ連邦崩壊後に明らかにされつつある新たな資料に
みられる動向をふまえて措定されている。市川がみずからの研究課題として措定した「構造的障害ー|の実
祉的解明はこのような研究の史的な流れの上に位置づ‘けられるむのであり，課題の設定は野心的であると
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同時に正当なものであると評価できる。
第l章「戦前における技術展開」では，豊富な労働力資源と乏しい工業化資余.そして祖忠な資源環境
という条件のもとで「規模の経済性Jを追求した技術戦略が1930年代の「社会主義工業化」と整合性をもっ
たものであり，その意味で一定の成果をもたらしたが，その展開は全面的とはL、えず，新|円技術が競合す
るのではなく「同一空間内で相補的に併存するという特異な技術構造が形成された」とする。
第2章ー第二次世界大戦と戦後の諸条件」では，卓事技ー術を中心とした戦中における技術情報のソ連邦
への移転過程を検討するとともに，冷戦下での技術開発が，原ヂ力開発に象徴されるような拙速を伴うも
のであったことが指摘されるとともに，それまでの生産力の発展を支えてきた労働力(労働人口)の絶対
的停滞および農業生産の停滞が基本的な問題点として抽出される。
第3:章以降は，第2常で指摘された諸条什-のもとでの工業生産が.某本的な上業生産の諸部門において，
資源とりわけエネルギー資源の浪費を必然、とする技術体系に依存したものとなっていく過程を克明に実証
するものであり.本学位請求論文のなかで.もっとも評価されるべき部分である。
さらに，市川はこうした実証のなかで資源とエネルギーの浪費が旧ソ連における環境破壊を激甚なもの
とし，ついにはチ且ルノプイりにおける重大な事故に展開する過程を近年に明らかになった資料をもとに
実証していく。
終章では，以上の実証的な分析をもとに，おそくとも1980年代には労働力の絶対的な不足によるインフ
ラストラクチャの荒廃，収穫逓減の法則に支配されるだけでなくそれが浪費的に消費されることによって
低品位化した資源に依存することによる生産性の低下.そしてこれらの別の形での表現である環境破壊と
あいまって，旧ソ速においては1980~代に回復不可能な悪循環に陥り.チェルノプイリにおける原発の電
大事故に象徴される破滅への道を歩まざるを得なかゥた過程が論理的に整理されている。
審査委員会はこうした評価にもとづき，提出された論文を博士(商学)の学位を授与するに十分なもの
と認定した。
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